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令和６年３月25日 

各  位 

会 社 名 グランディハウス株式会社 

代表者名 代表取締役社長 林  裕 朗 

 (コード番号：8999 東証プライム市場) 

問合せ先 執行役員 管理本部管理部長 梅 木 龍 司 

 (TEL．028-650-7777) 

 

 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

 当社は、令和５年11月13日に公表しました令和６年３月期の通期業績予想（連結・個別）を下記

のとおり修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

 

記 
 

 

(1) 令和６年３月期 通期連結業績予想数値の修正（令和５年４月１日～令和６年３月31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 54,000 1,900 1,620 1,000 34.95 

今回修正予想(B) 52,000 1,100 820 370 12.72 

増 減 額(B-A) △2,000 △800 △800 △630  

増 減 率(%) △3.7% △42.1% △49.4% △63.0%  

(ご参考) 前期実績 
（令和５年３月期） 55,205 3,329 3,103 2,168 74.50 

 

(2) 令和６年３月期 通期個別業績予想数値の修正（令和５年４月１日～令和６年３月31日） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 22,500 1,380 1,260 44.03 

今回修正予想(B) 22,700 950 900 31.39 

増 減 額(B-A) 200 △430 △360  

増 減 率(%) 0.9% △31.2% △28.6%  

(ご参考)前期実績 
(令和５年３月期) 26,678 2,316 2,016 69.28 
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 (3) 修正の理由 

① 連結業績予想 

当社グループの通期業績は、不動産賃貸事業において堅調に推移しましたが、不動産販売事

業及び建築材料販売事業においては、コロナ関連の住宅特需の反動減、建材価格の高騰に伴う

住宅価格の上昇に起因する需要の低迷と販売競争の激化により厳しい経営環境が継続しました。

特に、主力の不動産販売事業においては、下期の販売棟数は上期実績を上回る進捗を示したも

のの、前回公表の通期業績予想における想定を約60棟下回り、売上総利益率も約１ポイント低

下したことから、通期見通しの達成が困難な状況となりました。 

このような状況により、売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益

が前回公表の見通しに比べ減少する見込みとなりました。また、当社単独決算において繰延税

金資産の取り崩しによる税金費用の増加が約80百万円生じると想定されるため、親会社株主に

帰属する当期純利益の減少が生じる見通しとなり、通期業績予想を下方修正することといたし

ました。 

 

② 個別業績予想 

当社の通期業績においても連結業績と同様に厳しい経営環境が継続しました。不動産販売事

業においては、物件販売価格の上昇により売上高は前回公表見通し並みの水準を確保できるも

のの、売上総利益率の低下により経常利益及び当期純利益が前回公表の通期業績予想に比べ減

少する見込みとなりました。加えて、繰延税金資産の取り崩しに伴う税金費用の増加により当

期純利益が減少する見通しとなり、通期業績予想を下方修正することといたしました。 

 

③ 配当予想について 

配当予想につきましては、当初予想（１株当たり32円）から変更ありません。 

 

(注) 上記の業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づいて作成された 

ものであり、実際の業績は、今後の様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以 上 

 

 


